
− 4 −

１　主　　　催　　K baseball academy
２　協　　　賛　　

３　日　　　時　　令和７年４月12日㈯、13日㈰
　　　　　　　　　　開会式　４月12日㈯  午前７時45分開会　茶臼山運動場A面にて
　　　　　　　　　　　　開会式は茶臼山球場で試合を行う８チームの参加をお願い致します。
　　　　　　　　　　　　15分程度で終了します。
　　　　　　　　　　閉会式　４月13日㈰　決勝戦終了後

（予備日　４月19・20日）
４　会　　　場　　茶臼山運動場、篠ノ井運動場、（犀川南運動場）
５　大会参加費　　３,000円（各会場の受付にてお支払いください。）
６　表　　　彰　　優　勝…バット・トロフィー・トロフィー（持ち回り）
　　　　　　　　　準優勝…景　品・トロフィー・トロフィー（持ち回り）
　　　　　　　　　最優秀選手賞…盾　　優秀選手賞…盾
７　大 会 運 営　　大 会 委 員 長　　北沢哲也 長野市議会議員
　　　　　　　　　大会実行委員長　　k baseball academy　鎌倉朗嗣
　　　　　　　　　大会実行委員　　k baseball academy　スタッフ一同
８　競 技 規 則　　全日本軟式野球連盟規則及び本大会ローカルルールによるものとする。

ホームランラインは、65メートルとする。ただし、グランド状況によっては
その限りではない。

９　組み合わせ　　主催者による責任抽選でのトーナメント方式。
　　　　　　　　　２日目も全チーム参加のトーナメント方式。
10　競 技 方 法

①試合方式
　１日目　１回戦６試合、２回戦４試合、１回戦敗者チーム戦３試合のトーナメント戦。
　　　　　　２回戦勝者は決勝トーナメント、２回戦敗者はＢトーナメントへ
　　　　　　敗者戦勝者はＣトーナメントへ、敗者戦敗者はＤトーナメントへ
　２日目　決勝トーナメント、Ｂトーナメント、Ｃトーナメント、Ｄトーナメントを行う。
　　　　　　Ｃ・Ｄトーナメントは８時より、決勝・Ｂトーナメントは11時半より交互に行う。
　２日目の組合せは、Ｃ・Ｄトーナメントは１日目試合終了後抽選（試合時間により抽選

順番が決まってしまいますがご了承ください）。Ｂ・決勝トーナメントは当日抽選によ
り決定する。試合開始時間予定の１時間30分前に茶臼山Ａ面本部にお集まりくださ
い。抽選人は誰でも結構です。各チームにおまかせします。

②試合時間について
　１日目は全試合、５回又は１時間15分を過ぎて次のイニングに入らないこととする。
　　ただし、３回終了時10点差、４回終了時７点差の場合はコールドゲームとする。

第３回 K-CUP少年野球大会　大会要項 ２日目のＣ、Ｄ、Ｂトーナメントは、５回又は１時間10分を過ぎて次のイニングに入ら
ないこととする。ただし、３回10点差、４回７点差の場合はコールドゲームとする。
決勝トーナメントは、５回制とする。ただし、１時間30分を過ぎた場合は次の回に入ら
ないこととする。３回以降10点差がついた場合はコールドゲームとする。

③同点の場合は特別延長戦（タイブレーク）を行う。
０アウト1、２塁からスタートし、打順は継続とする。
勝敗がつくまで、タイブレークを続ける。
（ランナーは前イニングの最終打者を１塁ランナーとし、順に２塁ランナーとする。
代走は認めない。）

④降雨等で試合続行が不可能な場合は、試合開始より40分を経過していれば試合成立とする。
⑤投手のイニング制限は設けない。投手が４年生以下の場合は、14mからの投球を認める
こととする。
⑥試合球は本部で用意をする。

10　そ　の　他
①メンバー表提出は、各試合３枚、試合開始予定時刻の40分前を目安とする。
②試合が連続するチームがある場合は前試合終了から20分の間隔をあけるものとする。
　（両チーム合意があれば、短縮・延長することも可能とする。）
　　延長（タイブレーク）を開始する前にも５分程度の休息をとる。
③試合前のアップは、試合の妨げにならぬよう限られたスペースの中でお願い致します。
　２日目は篠ノ井運動場をアップ会場として使用できます。ご活用ください。
④ベンチは基本トーナメント表の左側チームが１塁側とする。
⑤ベンチ入り選手登録人数は特に制限を設けない。
⑥ベンチ入り選手は必ず帽子を着用し、背番号をつけること。
⑦監督が選手へ指示する場合は、グラウンドに出ることは出来るが、ファールラインまで
とする。
⑧ボールボーイは審判担当チームよりお願いすることとする。（大人も可）
⑨審判は半ズボン・サンダルを禁止とする。審判にふさわしい服装をすること。
　決勝戦の審判は本部で行います。
⑩審判への抗議は、監督及び主将のみが行えるものとする。
　抗議により判定が覆ることは原則ありませんが、判断が難しい場合は審判員４名と会場
運営担当者で話し合いを行い、その決定に従うものとする。（ストライク・ボールの判定
に対する抗議はいっさい認めない。）

⑪試合中の罵声、やじは慎むこと。程度によっては退場を指示する。
⑫各会場は駐車場スペースが限られておりますので近隣にご迷惑にならぬようご配慮お願
い致します。チーム数増加により昨年より一層厳しい状況です。各チーム10台以下に抑
えていただき乗り合わせでお願い致します。
⑬会場での事故や怪我等については、主催者側では一切の責任を負えませんので、各チー
ムでスポーツ保険等へ加入し対応してください。

⑭試合後は試合をした両チームでグラウンド整備をお願い致します。
⑮雨天中止の場合は、LINEチャットにて出来るだけ早く連絡いたします。
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